
          
 

          
 

          
 

        

    

湘
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 

会
長 

 

青
木 

有
倶 

  

新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
今
年
度
の
特

徴
等
を
御
紹
介

し
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 
湘
北
の
活
動
は
大
き
く
分
け
る
と
地

区
全
体
の
取
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
活
動
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
地
域
福
祉
活
動
と
い
う
三
つ
の
分
野

が
あ
り
ま
す
。
地
区
全
体
で
は
公
民
館

祭
り
参
加
・
健
康
講
座
・
新
し
い
地
域

福
祉
課
題
へ
の
取
組
み
・
広
報
活
動
の

四
つ
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
化
、
少
子
化
が
進
む
中
で
、
地

域
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
湘
北
地
区
で
は
そ

れ
を
積
極
的
に
受
止
め
、
昨
年
度
か
ら

地
域
福
祉
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
懇
談

会
で
検
討
し
、
今
年
度
は
そ
の
中
か
ら

地
域
に
相
応
し
い
課
題
を
幾
つ
か
選
び
、

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

新
た
な
地
域
福
祉
課
題
と
し
て
は
、

福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
、
社
協
と
し
て
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
ふ
れ
あ
い
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座
の
開
催
、
等
が
あ
り
ま
す
。
広
報
活

動
で
は
全
戸
配
布
の
広
報
紙
を
年
二
回

発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
み

ず
き
地
区
が
湘
北
に
加
わ
り
、
一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
え
、
皆
様
の

一
層
の
御
参
加
で
新
年
度
の
取
組
み
を

大
い
に
進
め
、
湘
北
地
区
が
さ
ら
に
住

み
良
い
地
域
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

       
 
 

み
ず
き
自
治
会
副
会
長 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

春
日 

勇 
  

駒
寄
川
を
中
心
に
東
は
左
岸
用
水
、

西
は
相
模
線
ま
で
の
調
整
区
域
の
土
地

を
区
画
整
理
で
形
成
し
た
町
で
、
発
足

一
年
三
ヶ
月
の
自
治
会
は
現
在
約320

世
帯
の
会
員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
十
代
の
世
帯
が
圧
倒
的
に
多
い
こ

の
町
で
す
が
、
地
域
活
動
へ
の
関
心
は

高
く
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
始
ま
り
、

皆
さ
ん
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
し

て
、
親
交
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

交
流
の
特
徴
は
御
主
人
同
士
の
繋
が
り

の
強
さ
で
す
。
１
～
４
丁
目
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
様
に
お
互
い
の
関
わ
り
を
深
め
つ

つ
あ
る
、
将
来
の
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
た
町
が
「
み
ず
き
」
で
す
。 

      

湘
北
地
区
の
「
み
ず
き
」
２
丁
目
に

在
住
さ
れ
て
い
る
川
島
ツ
ル
さ
ん
は
明

治 

年
７
月 

日
生
ま
れ
で
、
今
年
、 

 

歳
を
迎
え
ら
れ
、
お
元
気
な
の
に
は

吃
驚
し
ま
し
た
。
お
孫
さ
ん
の
一
比
古

さ
ん
と
御
一
緒
に
生
活
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
す
が
、
耳
が
少
し
遠
い
だ
け

だ
そ
う
で
す
。
民
生
委
員
の
岡
本
イ
ネ

さ
ん
の
領
域
な
の
で
岡
本
さ
ん
に
紹
介

し
て
頂
き
、
二
人
で
訪
問
し
て
参
り
ま

し
た
。
玄
関
で
誰
も
居
な
い
と
思
い
ま

し
た
ら
窓
か
ら
見
え
る
お
部
屋
に
ツ
ル

さ
ん
が
座
っ
て
居
ら
れ
、
私
達
に
気
が

つ
き
ま
し
た
ら
「
自
分
は
耳
が
遠
い
か

ら
別
の
部
屋
に
中
お
ば
あ
さ
ん
が
居
ま

す
よ
」
と
指
差
す
の
で
す
。
顔
色
は
好

い
し
お
元
気
そ
う
で
、
寝
て
い
ま
せ
ん

か
ら
と
て
も 

歳
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
食
べ
物
は
「
お
刺
身
」
が
大
好

き
、
Ｔ
Ｖ
の
お
好
み
は
歌
番
組
で
、
の

ど
自
慢
が
お
好
き
の
よ
う
で
す
。
洋
服

も
自
分
で
脱
い
だ
り
着
た
り
す
る
そ
う

で
、
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
以
上

は
お
孫
さ
ん
の
一
比
古
さ
ん
か
ら
伺
っ

て
ま
と
め
ま
し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭

和
、
平
成
と
四
時
代
を
過
し
て
来
ら
れ

た
方
な
の
で
す
ね
。
９
月
１
日
に
ケ
ー

ブ
ル
Ｔ
Ｖ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
出
演
さ
れ

た
り
、
茅
ケ
崎
広
報
紙
で
紹
介
さ
れ
た

り
、
市
長
さ
ん
が
毎
年
訪
問
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生

き
し
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

香
川 

沓
澤･

記 
   

 
   

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
身
近
で
支
え
る

所
、
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
す
。
現
在
、
茅
ケ
崎
市
内
で
は
三
ヶ

所
の
地
区
で
住
民
同
士
の
助
け
合
い
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
湘
北
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
一
つ
で
す
。

既
に
四
年
が
経
過
し
、
活
動
内
容
も
定

着
し
て
来
ま
し
た
。 

 

生
活
支
援
活
動
で
は
掃
除
や
洗
濯
、

買
物
代
行
、
草
取
り
、
低
木
の
剪
定
、

水
道
パ
ッ
キ
ン
や
電
球
の
交
換
、
ゴ
ミ

出
し
代
行
、
家
具
の
移
動
、
粗
大
ゴ
ミ

の
運
び
出
し
等
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

の
話
し
相
手
と
し
て
敬
愛
訪
問
活
動
を

し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
か
ら
新
た
に
「
安
全
確
認
活
動
」

を
し
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
一
人
暮
し
の

方
で
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
御
利
用

に
な
っ
て
い
る
方
に
定
期
的
に
電
話
を

か
け
、
安
心
し
て
頂
く
活
動
で
す
。 

 

湘
北
地
区
の
高
齢
化
率
も
鰻
上
り
に

高
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
や
は
り
地
域

の
人
の
支
え
合
い
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
困
っ
た
時
、
手
を
貸
し
て
欲

し
い
時
、
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
御
連
絡
、
御
相
談
下
さ
い
。
支

え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま

す
よ
。 

湘
北
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長 

 
 
 
 

 
 
 
 

有
元 

佳
子･

記 
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湘北地区 (平成 19 年 7 月 1 日現在) 
世帯数      9,942 世帯 
人口       25,227 人 
発行部数     8,500 

＜平成 19 年度活動方針＞ 
• 新発展活動の発足と充実 
• 住民福祉と厚生の増進 
• 福祉団体との交流と連携 
• 住民健康づくりの増進 
• 社会福祉に関する広報宣伝 
• 組織役割の明確化 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
さ
れ

て
い
て
も
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
か
、「
地
域
で
研
修
を
す
る
場

が
あ
れ
ば
」
と
い
う
声
を
元
に
、
今
回
、

湘
北
地
区
で
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
が
左
記
の
日
程
で
四
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。 

 (

１)

十
一
月
十
日(

土) 
 
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
市
社
協
、 

 
 

地
区
社
協
と
は
。 

 
 

講
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と 

 
 

は
。
」 

 
 

講
師 

牧
岡
英
夫
先
生 

(

２)

十
一
月
十
七
日(

土) 
 
 

体
験
学
習(

車
椅
子
、
ア
イ
マ
ス 

 
 

ク
、
シ
ニ
ア
体
験
、
他) 

(

３)

十
一
月
二
十
四
日(

土) 
 
 

地
域
活
動
の
紹
介 

(

４)

十
二
月
八
日(

土) 
 
 

研
修
の
ま
と
め 

 

牧
岡
先
生 

 
 

四
回
受
講
の
方
に
終
了
後
、
修
了

証
書
授
与
。 

 

何
れ
も
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
香

川
公
民
館
に
て
（
た
だ
し
十
一
月
十
七

日
は
九
時
四
五
分
か
ら
十
二
時
一
五

分
ま
で
） 

 

主
催 

茅
ケ
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
湘
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
香

川
公
民
館 

 

お
申
込
み 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー 
 

 

［Tel 
(27)

‐2030

］ 
 

定
員 

先
着
順
三
十
名
様 

 
 
 
 

 
 
 

甘
沼 

高
木･

記 

     

毎
月 

第
二
、
第
四
水
曜
日
。 

 

集
会
所
に
て
十
時
―
十
四
時
。 

 

六
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

地
区
社
協
の
御
協
力
で
市
社
協
よ

り
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
備
品
等

購
入
し
ま
し
た
。 

 

飾
り
付
け
し
た
サ
ロ
ン
は
と
て
も

明
る
く
素
敵
に
早
変
わ
り
・
・
・
。 

 
食
べ
物
の
持
ち
込
み
自
由(

禁
酒
・

禁
煙)
、
お
茶(

無
料)

、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅

茶(
有
料)
。
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か

せ
た
り
、
昼
食
を
御
一
緒
し
た
り
、
ま

た
、
趣
味
の
交
流
な
ど
、
地
域
の
皆
様

が
楽
し
く
集
え
る
「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ

ン
」
と
し
て
愛
さ
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

お
気
軽
に
お
茶
を
飲
み
に
来
ま
せ

ん
か
。 

                

     

毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
一

時
―
三
時
、
松
風
台
自
治
会
館
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
客
様
は
勿
論
の
こ
と
、

地
域
の
皆
様
や
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら

れ
て
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
お
客
様
と
も
す
っ
か
り
顔
馴

染
み
に
な
り
、
毎
回
楽
し
く
開
い
て
い

ま
す
。
お
一
人
で
、
御
夫
婦
で
、
グ
ル

ー
プ
で
利
用
し
て
頂
き
、
最
近
は
満
員

御
礼
に
な
り
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
で
許
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。 

 

町
の
喫
茶
店
と
は
ほ
ど
遠
い
、
地
域

の
中
の
手
作
り
サ
ロ
ン
で
す
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
誰
か
と
会
え
て
お
喋

り
が
出
来
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

     

四
月
、
七
月
、
十
二
月
、
二
月
の
年

四
回
、
集
会
所
の
大
会
議
室
で
開
い
て

お
り
ま
す
。 

 

最
近
の
内
容
は
「
花
見
の
つ
ど
い
」

(

額
縁
作
り
、
風
船
突
き
ゲ
ー
ム
、
甘

酒
と
お
茶
菓
子)

、「
七
夕
の
つ
ど
い
」

（
保
育
園
児
と
の
紙
風
船
や
折
り
紙

で
の
交
流
、
西
瓜
と
お
茶
菓
子
）
、「
歳

忘
れ
の
つ
ど
い
」（
「
振
込
め
詐
欺
に

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
講
演
」
、
漢
字
テ

ス
ト
で
頭
の
体
操
、
は
ず
れ
無
し
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
お
弁
当
と
お
茶
菓
子
）
、

「
初
春
の
つ
ど
い
」
（
お
雛
様
作
り
、

豆
ま
き
、
漢
字
テ
ス
ト
で
頭
の
体
操
、

お
茶
菓
子
）
で
し
た
。
十
二
月
は
十
時

半
か
ら
二
時
半
ま
で
、
他
は
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で
で
す
。
「
歳
忘
れ
の
つ

ど
い
」
の
み
お
弁
当
代
五
百
円
を
頂
き

ま
す
が
、
他
は
無
料
で
す
。 

 

懐
か
し
い
歌
を
集
め
た
手
作
り
の

歌
集
を
手
に
皆
で
歌
う
こ
と
、
簡
単
な

体
操
で
身
体
を
解
す
こ
と
や
お
喋
り

タ
イ
ム
は
毎
回
共
通
で
す
。 

 

サ
ロ
ン
へ
の
お
誘
い
は
今
ま
で
の

参
加
者
と
民
生
委
員
に
分
か
る
独
居

の
高
齢
者
へ
の
手
紙
、
団
地
内
掲
示
板

の
ポ
ス
タ
ー
、
月
二
回
発
行
さ
れ
る

「
自
治
会
だ
よ
り
」
で
の
呼
び
か
け
で

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
人
数
は
三
十
名

か
ら
五
十
名
で
す
。 

                    

第
十
九
回
香
川
公
民
館
ま
つ
り
が

十
一
月
二
日
（
金
）
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
湘
北
社
協
は
三
日
に
バ
ザ
ー
で
味

噌
お
で
ん
等
を
販
売
し
ま
す
。 

  

十
二
月
四
日
（
火
）
十
三
時
半
か
ら
十

五
時
ま
で
香
川
公
民
館
講
義
室
、
保
育

室
に
て
。 

 

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
予
防
と 

 
 

ケ
ア
」
に
つ
い
て
。 

 

講
師 

掛
水
夏
恵
先
生
（
市
立
病
院 

 
 
 
 

皮
膚
科
）
。 

             

湘
北
社
協
で
も
活
動
の
周
知
や
連

絡
等
、
種
々
の
目
的
の
た
め
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
十
月
後
半
の
お
披
露
目

を
目
指
し
て
準
備
中
で
す
。 

        

湘 北 社 会 福 祉 協 議 会 

 

  

 
 

井波忠夫  （甘沼） 
吉田正一  （松風台） 
稲田登喜男 （甘沼） 
小笠原幸四郎（香川） 
沓澤幸子  （香川） 
土井逸子  （ﾗｲﾄﾀｳﾝ） 
古郡祐子  （鶴が台） 

 

毎
月
一
回
、
第
二
金
曜
日
に
香
川

公
民
館
で
午
前
十
時
―
十
二
時
に

開
き
ま
す
。
次
回
は
十
月
十
二
日
で

す
。
予
約
は
不
要
、
無
料
で
す
。
奮

っ
て
御
参
加
下
さ
い
。 

第 29 号  (2) 平成 19 年 10 月 1 日 


